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建
設
用
地 

手
続
き
完
了

　

新
病
院
建
設
へ
の
進
捗
状
況
を

多
く
の
組
合
員
に
伝
え
る
こ
と
、

組
合
員
の
要
望
や
意
見
を
受
け
と

め
、
地
域
住
民
と
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
建
設
運
動
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
、
地
域
訪
問
の
と
り

く
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

沼
田
中
・
沼
田
北
・
水
上
な
ど

の
支
部
で
は
、
連
携
職
場
と
協
力

し
て
「
利
根
の
保
健
」
が
届
い
て

い
な
い
地
域
の
訪
問

を
予
定
し
、
新
病
院

建
設
の
進
捗
状
況
を

は
じ
め
、
組
合
員
健

診
や
通
院
支
援
な
ど

の
お
知
ら
せ
を
し
て

い
ま
す
。

　

新
病
院
建
設
に
期

待
し
増
資
を
し
て
い

た
だ
い
た
方
、「
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」

「
通
院
支
援
で
助
か

っ
て
い
る
」
な
ど
声

を
か
け
て
く
れ
る
方

　

７
月
７
日
（
土
）、
新
病
院
建

設
地
の
地
元
・
沼
須
町
で
住
民
説

明
会
が
行
わ
れ
、
43
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
住
民
か
ら
町
を

通
じ
て
、
具
体
的
な
話
を
直
接
聞

き
た
い
と
要
望
が
出
さ
れ
実
現
し

ま
し
た
。

　

区
長
さ
ん
は
挨
拶
で
「
地
域
の

中
核
病
院
で
あ
る
利
根
中
央
病
院

が
で
き
た
ら
、
道
路
状
況
も
変
わ

り
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
」
と

期
待
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

病
院
事
務
長
よ
り
新
築
移
転
計

画
の
経
過
と
現
状
を
説
明
。
会
場

か
ら
は
生
活
環
境
が
ど
う
変
わ
る

の
か
、
地
元
な
ら
で
は
の
心
配
と

影
響
へ
の
積
極
的
な
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
深
夜
の
救
急
車
の
搬
送
件
数

は
？　
サ
イ
レ
ン
は
止
め
ら
れ
る

の
か
」「
周
辺
に
は
ホ
タ
ル
が
生
息

し
て
い
る
の
で
配
慮
し
て
ほ
し
い
」

「
病
院
の
広
さ
や
高
さ
な
ど
具
体
的

な
案
は
で
き
て
い
る
の
か
」「
田
ん

　

こ
の
間
「
実
際
に
建
設
地
を
見

て
み
よ
う
」
と
沼
田
東
、
月
夜
野

東
、
新
治
、
昭
和
南
支
部
で
建
設

地
の
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
月
支
部
運
営
委
員
会
を
開
催

し
て
い
る
月
夜
野
東
支
部
で
は
、

支
部
役
員
12
人
が
参
加
し
、
建
設

地
を
歩
い
て
一
周
し
ま
し
た
。

「
と
て
も
広
い
」「
静
か
で
い
い
ね
」

な
ど
感
想
が
出
さ
れ
、
建
設
に
む

け
て
気
持
ち
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
訪
問
を
具
体
化
し

た
複
数
の
支
部
運
営
委
員
会
で

は
、
顔
の
見
え
る
支
部
活
動
を
視

野
に
「
利
根
の
保
健
」
配
布
体

制
、
配
布
者
さ
が
し
な
ど
に
つ
い

て
検
討
が
さ
れ
、
組
合
員
名
簿
の

整
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

路
状
況
、
稲
作
へ
の
影
響
な
ど
、

不
安
に
思
う
こ
と
が
話
さ
れ
、
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
う

え
で
「
こ
の
地
域
に
利
根
中
央
病

院
が
来
る
こ
と
は
本
当
に
心
強

い
」「
年
を
と
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
」
と
期
待
の
言
葉
も
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
や
質
問
の
中
に

は
、
法
人
や
病
院
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
課
題
も
あ
り
ま
す
。
利

根
保
健
生
協
で
は
、
そ
れ
ら
の
課

題
に
つ
い
て
は
、
市
や
県
な
ど
、

自
治
体
と
の
連
携
を
す
す
め
、
地

元
住
民
の
方
々
と
相
談
を
行
い
な

が
ら
、
建
設
計
画
に
活
か
し
て
い

く
方
針
で
す
。

ぼ
の
日
当
た
り

は
ど
う
な
る
の

か
」「
周
辺
道

路
の
拡
幅
計
画

は
あ
る
の
か
」

な
ど
質
問
が
出

さ
れ
、
多
く
の

参
加
者
か
ら
今

後
も
説
明
会
開

催
を
要
望
す
る

声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

７
月
14
日

（
土
）に
は
、
13

人
が
参
加
し
て

新
町
公
民
館
で

も
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
地
周
辺

の
住
民
か
ら
は
、

排
水
処
理
の
方

法
、
農
業
車
の

駐
車
場
所
と
道

　
第
36
回
通
常
総
代
会
で
確
認
さ
れ
た
新
病
院
建
設
地
の
「
沼
須
産
業
団
地
」
が
、
正
式
に
利

根
保
健
生
協
の
所
有
地
に
な
り
ま
し
た
。

　
7
月
10
日
、
県
企
業
局
管
理
者
よ
り
、『
売
渡
決
定
通
知
書
』
が
理
事
長
あ
て
に
届
け
ら
れ
、

7
月
24
日
に
は
、
県
企
業
局
と
契
約
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
念
願
の
新
病
院
建
設
に

向
け
て
、
具
体
的
検
討
と
様
々
な
課
題
の
解
決
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
現
地
で
説
明
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

が
り
そ
う
だ
▼
６
月
26
日
、
衆
議

院
本
会
議
で
「
社
会
保
障
・
税
一

体
改
革
」
の
関
連
法
案
が
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
中
身

の
ひ
と
つ
が
消
費
税
の
増
税
。

２
０
１
４
年
４
月
に
消
費
税
率
を

８
％
に
、
２
０
１
５
年
10
月
に
は

10
％
へ
引
き
上
げ
る
と
い
う
も

の
。
２
０
１
０
年
ま
で
の
13
年
間

に
民
間
会
社
で
働
く
人
の
平
均
給

与
は
55
万
円
も
減
っ
て
い
る
。
年

収
５
０
０
万
円
の
４
人
家
族
の
場

合
、
消
費
税
が
10
％
に
な
る
と
十

数
万
円
の
新
た
な
負
担
に
な
る
。

な
に
よ
り
消
費
税
は
所
得
の
低
い

人
ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
▼
そ
し

て
民
主
党
は
分
裂
し
た
。
消
費
増

税
は
国
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
。
そ
の
よ
う
な
重
大

な
政
策
で
あ
る
か
ら
に
は
、
反
対

意
見
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
。

私
た
ち
の
生
活
を
守
る
こ
と
よ
り

も
、
離
党
問
題
は
そ
ん
な
に
大
事

な
こ
と
な
の
か
。
国
民
の
苦
し
み

が
分
か
る
人
に
政
治
を
し
て
ほ
し

い
と
心
か
ら
思
う
▼
大
飯
原
発
は

再
稼
動
へ
。
多
く
の
人
々
が
首
相

官
邸
前
に
集
ま
っ
て
反
対
の
声
を

上
げ
た
。
３
・
11
の
歴
史
的
大
事

故
に
対
し
て
国
民
に
十
分
な
説
明

も
な
い
ま
ま
。
土
地
や
暮
ら
し
を

奪
い
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
ふ

る
さ
と
を
奪
っ
た
。「
あ
れ
は
天

災
だ
っ
た
」
で
す
ま
さ
れ
る
こ
と

な
の
か
。
野
田
首
相
に
は
福
島
の

子
ど
も
た
ち
の
声
は
届
か
な
か
っ

た
よ
う
だ
▼
だ
れ
も
が
生
き
て
い

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
国
に
、
そ

し
て
自
然
豊
か
な
美
し
い
日
本
の

国
を
壊
さ
な
い
で
ほ
し
い
と
心
か

ら
願
う
。　　
　
　
　
　
（
金
子
）

　

今
年
も
あ
つ
い
夏
が

来
た
。
今
年
の
夏
は
い

つ
も
と
は
少
し
違
う
。

怒
り
で
体
中
が
燃
え
上

一人は万人のために 万人は一人のために

七色（赤・橙・黄・緑・紫・黒・白）の野菜や果物を食べて、夏バテや老化を防ごう

（１） 第515号2012年８月１日（毎月1回1日発行）

地元地域で住民説明会（▲沼須町　▼新町）

建設地を歩いて一周（月夜野東支部）

急に熱がでた。ぜんそく発作がとま
らない。頭を打ってしまった。誤飲
をしてしまった。等々の「いざ」と
いう時の観察のポイントや対処法を
一緒に学びましょう！

お問い合わせは　gottaku@nifty.com
または 利根中央病院 ☎ 22-4321
　　　　　　　　 （担当 : 原澤）まで

（お手伝いサポーターがいます）

日時：9月1日（土）
　　　午後2時〜3時30分
場所：利根中央病院 講堂（病院裏）
講師：小児科部長 西村秀子 医師

訪問前のうちあわせ（新治支部）

建
設
用
地 

手
続
き
完
了

地
域
訪
問
活
動

地
元
か
ら

率
直
な
意
見

利根保健生協　2012 年６月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・26,558 世帯
出 資 金 額・・・・1,246,722,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・46,943 円

氏名、住所変更をされた方は、
生協本部（２２-６０６０）までご連絡ください。

理事29名　監事4名　総代204名　班長1324名

対
話
の
〝
輪
〟
ひ
ろ
が
る

各
支
部
で現

地
見
学

が
い
る
一
方
、「
病
院
が
遠
く
な

る
と
困
る
」「
通
院
す
る
の
が
大

変
」
な
ど
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
し
っ
か

り
と
受
け
と
め
た
対
応
を
す
す
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
地
域
訪
問
で
対
話

が
広
が
り
、
新
た
に
「
利
根
の
保

健
」
を
配
布
し
て
い
た
だ
け
る
方

が
続
々
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

沼田市子育て支援ネットワーク推進協議会主催

「子どもの救急って
　　　どんなとき？」

乳幼児の同伴OK!

新
病
院
建
設
に
期
待



みなかみ歯科
こども歯の保健教室
日　時 　8月11日（土）
　　　　 13時30分受付
　　　　 14時開始

場　所 　つきよの虹ホール

参加費 　500円

参加申込・お問い合わせは
生協みなかみ歯科
ＴＥＬ ２５−３３９９まで

利 根 の 保 健

野菜や果物の色・香り・苦みの成分（カテキン・リコピン・イソフラボン等）を第 7の栄養素フィトケミカルと呼びます。

（２）第515号2012年８月１日（毎月1回1日発行）

　

６
月
30
日
（
土
）、
東
原
新
町

会
館
で
「
放
射
能
か
ら
子
供
た
ち

を
守
る
沼
田
の
会
」
と
「
白
沢
の

　

７
月
７
日
（
土
）、
老
健
と
ね

多
目
的
室
で
「
医
療
講
演
＆
懇
談

会
」
が
行
わ
れ
、
大
塚
隆
幸
副
院

長
の
「
て
ん
か
ん
」
と
「
総
合
内

科
」
に
つ
い
て
、
組
合
員
と
職
員

43
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
お
よ
そ
１
０
０
万
人

が
も
っ
て
い
る
と
い
う
「
て
ん
か

〈
沼
田
東
支
部
〉

林　
　

秀
樹

原
田　

雅
樹

〈
沼
田
西
支
部
〉

丹
野　

敏
子

〈
薄
根
支
部
〉

大
藪　

静
枝

成
田　

純
子

〈
川
田
支
部
〉

生
方　

兼
雄

内
田　

立
子

〈
片
品
支
部
〉

狩
野　

延
子

〈
川
場
支
部
〉

吉
野　

広
敏

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

山
口
せ
つ
子

石
坂　

房
子

〈
水
上
支
部
〉

瀧
澤　

君
江

岩
田
喜
美
子

〈
新
治
支
部
〉

富
沢
カ
ヅ
エ

〈
昭
和
東
支
部
〉

後
藤　

い
と

〈
子
持
村
支
部
〉

木
村　

和
也

bbbbbbb

bbbbbbb

bbbbbbb

〈
沼
田
中
支
部
〉

（
160
口
以
上
）

坂
大　

重
也

（
10
口
以
上
）

山
田　

富
衛

〈
沼
田
北
支
部
〉

（
1080
口
以
上
）

角
田　

正
男

（
340
口
以
上
）

杉
野　

甚
太

〈
利
南
支
部
〉

（
70
口
以
上
）

川
田
み
の
る

〈
沼
田
東
支
部
〉

（
1640
口
以
上
）

大
島　

昭
治

（
430
口
以
上
）

村
田　

定
蔵

（
250
口
以
上
）

入
澤　

恒
子

（
100
口
以
上
）

林　
　

秀
樹

（
30
口
以
上
）

星
野　

艶
子

（
20
口
以
上
）

太
田　
　

眞

〈
薄
根
支
部
〉

（
130
口
以
上
）

根
岸　
　

進

（
30
口
以
上
）

清
水　

照
治

〈
白
沢
支
部
〉

（
20
口
以
上
）

新
木　

清
実

〈
利
根
北
支
部
〉

（
740
口
以
上
）

金
子　

和
一

（
110
口
以
上
）

加
藤　

周
子

〈
片
品
支
部
〉

（
50
口
以
上
）

星
野　

イ
ト

〈
川
場
支
部
〉

（
30
口
以
上
）

吉
野　

広
敏

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

（
230
口
以
上
）

笛
木　

喜
枝

〈
水
上
支
部
〉

（
10
口
以
上
）

佐
藤　

一
美

bbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbb

よ
う

　 

こ
そ

６
月
分

新
し
い
仲
間

増
資
者
一
覧

▼
６
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
三
九
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
６
月
の
増
資
は
五
六
一
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、
紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た

　

二
〇
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。　
　
（
敬
称
略
）

▼
毎
月
一
万
円
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

６
月
の

新
加
入
者

　

患
者
さ
ん
が
ス
ム
ー
ズ
に
受
診

で
き
る
よ
う
に
、
生
協
人
材
確
保

委
員
会
が
作
成
し
た
「
上
手
な
受

診
の
仕
方
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！
」

の
紹
介
で
す
。

　
③
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は
聞
き

　
　
ま
し
ょ
う

　

説
明
が
分
か
ら
な
い
、
理
解
で

き
な
か
っ
た
時
は
遠
慮
な
く
聞
き

ま
し
ょ
う
。

　
④
様
子
の
分
か
る
人
が
付
添
い

　
　
ま
し
ょ
う

　

一
人
で
受
診
す
る
こ
と
に
不
安
が

あ
る
方
は
、
家
族
な
ど
安
心
で
き

る
方
と
一
緒
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
チ
ラ
シ
は
、
病
院
受
付
と

生
協
本
部
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

自
由
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
家

族
み
な
さ
ん
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
上
手
な
受
診
の
仕
方

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！
」②

放
射
能
を
考
え
る
会
」
主
催
で
、

放
射
能
か
ら
食
生
活
・
健
康
を
守

る
「
放
射
能
問
題
学
習
会
」
に
53

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
後
、
利
根
中
央
病

院
管
理
栄
養
士
・
生
方
利
奈
さ

ん
の
「
放
射
能
に
負
け
な
い
食

生
活
」、
利
根
中
央
病
院
院
長
補

佐
・
深
澤
尚
伊
医
師
の
「
私
達
が

よ
り
安
全
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
」

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

内
部
被
曝
を
防
ぐ
方
法
と
し

て
、
セ
シ
ウ
ム
・
ラ
ジ
ウ
ム
・
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
な

　
「
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

れ
！
」
怒
り
の
「
国
民
大
集
会
」

が
6
月
23
日
明
治
公
園
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

消
費
税
を
5
年
後
に
10
％
に
し

よ
う
と
す
る
「
税
と
社
会
保
障
の

一
体
改
革
」
の
導
入
を
断
念
さ
せ

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
ろ
う
、
と

予
想
を
大
き
く
超
え
る
２
４
０
０

０
人
が
全
国
か
ら
馳
せ
参
じ
明
治

公
園
を
う
め
ま
し
た
。

　

利
根
沼
田
か
ら
は
バ
ス
で
46
人

「
て
ん
か
ん
と
総
合
内
科
に
期
待
」

ん
」
の
原
因
や
症
状
、
発
作
の
介

助
、「
う
つ
る
か
も
」「
性
格
異
常

だ
」
等
て
ん
か
ん
を
め
ぐ
る
偏
見

な
ど
に
つ
い
て
話
が
さ
れ
、
も
と

は
小
児
科
医
師
か
ら
の
経
験
を
ま

じ
え
た
お
話
や
ケ
ア
を
受
け
る
こ

と
で
克
服
で
き
る
病
気
で
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
塚
医
師
の
目
指
し
て

い
る
「
総
合
内
科
医
」
に
つ
い

て
、
専
門
医
と
の
違
い
や
両
者
の

協
調
で
で
き
る
こ
と
な
ど
の
話
も

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
興
味
深
く
聞

け
た
」「
総
合
内
科
に
期
待
し
た

い
」「
今
回
の
よ
う
な
講
演
を
多
く

の
人
に
聞
い
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
大
変
好
評
で
し
た
。

医
療
講
演
＆
懇
談
会

核廃絶・エネルギーの転換を

平和大行進

　

６
月
の
利
用
委
員
会
で
「
病
院

周
り
の
草
が
気
に
な
る
」
と
の
発

言
が
あ
り
、
７
月
２
日
（
月
）、

組
合
員
３
人
が
半
日
が
か
り
で
、

草
む
し
り
と
内
科
外
来
前
の
花
壇

づ
く
り
に
汗
を
な
が
し
ま
し
た
。

 

草
む
し
り
と

花
壇
づ
く
り

　

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
一
年

四
ヶ
月
が
た
っ
た
７
月
16
日
、
東

京
の
代
々
木
公
園

で
、
作
家
の
大
江

健
三
郎
さ
ん
、
落

合
恵
子
さ
ん
、
瀬

戸
内
寂
聴
さ
ん
ら

著
名
人
が
呼
び
掛

け
た
「
さ
よ
う
な

ら
原
発
10
万
人
集

会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

酷
暑
の
な
か
全

国
か
ら
17
万
人
、

「
反
原
発
」
を
訴
え

る
集
会
と
し
て
は

過
去
最
大
規
模
。

　

集
会
後
、
身
動

き
と
る
の
も
大
変

　原水爆禁止平和大行進が行
われました。
　7月8日の「網の目コース」
は、当生協が受け持つ片品に、
のべ36人。このほか川場・新
治・水上の3コースから総勢
120人が沼田公園まで、「核廃
絶、自然エネルギーへの転換」
を訴え行進しました。公園に着
くと、沼田中支部で飲食の用
意をして出迎えてくれました。
　11日の「基幹コース」には、
のべ70人（生協から21人）
が沼田市役所から渋川市役所
まで行進。「核廃絶」に賛同
する各市町村からの激励や、
北毛保健生協・子持支部のみ
なさんから、水分・体力補給を
いただき頑張れました。

が
参
加
。「
こ
ん
な
庶
民
を
苦
し

め
る
悪
法
は
庶
民
の
力
で
、
は
ね

返
そ
う
」
と
、
参
加
者
の
声
と
な

り
ま
し
た
。

ど
は
す
べ
て
水
溶
性
に
属
す
る
た

め
、
①
洗
う
・
水
や
塩
水+

酢

に
さ
ら
す
・
煮
た
り
茹
で
た
り
な

ど
は
、
放
射
性
物
質
を
と
り
こ
み

に
く
く
す
る
。
②
鉄
・
亜
鉛
・
茶

カ
テ
キ
ン
な
ど
を
ふ
く
む
食
材

は
、
体
内
か
ら
速
や
か
に
排
出
す

る
働
き
が
あ
る
。
③
質
の
よ
い
睡

眠
や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

は
、
免
疫
力
を
あ
げ
て
放
射
性
物

質
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
、
の
３
原
則

が
重
要
と
の
話
で
し
た
。

　

20
代
か
ら
30
代
の
若
い
お
母
さ

ん
の
参
加
も
あ
り
、
資
料
を
も
ち

か
え
る
人
も
お
り
ま
し
た
。「
こ

と
さ
ら
心
配
の
し
過
ぎ
は
マ
イ
ナ

ス
で
す
ね
」
な
ど
の
声
が
で
て
い

ま
し
た
。

病院利用
委 員 会

沼田市特定健診・後期高齢者健診受診者へ

 
さ
よ
う
な
ら
原
発
に

炎
天
下
の
も
と
17
万
人

な
中
、
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

「
原
発
い
ら
い
な
い
」「
再
稼
働
、

反
対
」
と
訴
え
て
パ
レ
ー
ド
。

　

利
根
沼
田
か
ら
は
バ
ス
で
参
加

し
、
車
中
で
は
日
米
財
界
の
原
発

推
進
に
込
め
た
意
図
を
暴
い
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
「
未
来
へ
の
決
断
～
ノ
ー
モ

ア
原
発
～
」
を
見
て
、
原
発
ゼ

ロ
、
な
く
て
も
困
ら
な
い
社
会
づ

く
り
を
学
び
ま
し
た
。

内
部
被
曝
を
防
ぐ
に
は

　
　

放
射
能
問
題
学
習
会　
　

 

怒
り
の
二
万
四
千
人

明
治
公
園
に

利根中央病院
　22-4321・健康管理科（内線：214）

＊骨密度測定は、女性の方で骨粗しょう症の治療を行っ
ていない方に限らせて頂きます。
＊予約時・または特定健診受診日当日にお申し込み下さ
い。
＊日曜日健診 8月19日・9月30日・10月28日 受付中

　年1回の特定健診にあわせ、肺がん・心疾患・骨粗
鬆症などの予防に下記の検査を行ってみませんか？
　すでに本年度、当院で特定健診を受けられた方でも
連絡をいただければお受けいただけます。

検査項目 自己負担金

胸部X線＋心電図 1,500円

心電図 700円

骨密度測定（背骨） 1,500円

骨密度測定（背骨＋大腿骨） 3,000円



一人は万人のために 万人は一人のために

フィトケミカルは、抗酸化作用があり活性酸素をやっつけるので免疫力を高めガンの予防にもなります。

（３） 第515号2012年８月１日（毎月1回1日発行）

６月班会開催一覧

体操・味噌汁塩分チェック
毎回１０人前後で、ころばん体操・ラジオ体操
毎週木曜日に老健とねで楽しくやっています。

レ
イ
ン
ボ
ー
班

あ
ー
蝉
が
！
夕
餉
の
箸
を
止
め
て
聞
く
夏
初
め
て
の
カ
ナ

カ
ナ
の
声

が
ん
ば
れ
と
応
援
文
字
の
花
火
あ
り
川
場
ま
つ
り
の
夜
空

明
る
し

日
盛
り
の
グ
ラ
ン
ド
に
子
ら
の
声
ひ
び
き
白
球
を
追
ふ
い

き
い
き
と
し
て

小
さ
き
蕾
持
ち
し
サ
ボ
テ
ン
家
の
中
に
大
き
く
咲
き
て
芳

香
は
な
つ

忘
れ
ゑ
し
一
樹
の
山く

ち

な

し

梔
子
白
じ
ろ
と
花
咲
せ
を
り
雲
あ
つ

き
午

梅
雨
空
に
盛
ん
に
鳴
け
る
う
ぐ
ゐ
す
の
声
に
い
つ
し
か
逝

き
し
人
偲
ぶ

暑
く
て
も
朝
顔
見
る
と
涼
し
く
て
今
日
は
何
個
と
花
を
数

え
る

ま
ろ
や
か
な
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
真
ん
中
は
ほ
ほ
え
む
よ
う

に
真
っ
赤
な
い
ち
ご

雨
や
み
て
俄
に
晴
れ
し
雲
間
よ
り
子
持
山
に
か
か
り
し
虹

を
見
る

み
な
か
み
町
須
川	

細　

川　

の
ぶ
子

　
沼
田
市
清
水
町	

堀　

越　

京　

子

　
み
な
か
み
町
湯
原	

渡　

丸　

共　

代

　
み
な
か
み
町
湯
原	

須　

籐　

と
も
子

　
み
な
か
み
町
湯
原	

羽　

鳥　

孝　

子

　
み
な
か
み
町
下
津	

原　

沢　

貞　

子

　
沼
田
市
東
原
新
町	

箕　

輪　

愛　

子

　
昭
和
村
森
下	

倉　

沢　

さ
な
へ

　
沼
田
市
高
橋
場
町	

森　

田　

妙　

子

病院のはなし・足指力測定

測定前に新聞を足でまるめたり、開いたり運動
しました。

新
治
須
川

　

十
二
河
原
班

歯槽膿漏・入れ歯について

衛生士から歯磨き、歯茎の具合など学ぶ。

薄
根　

恩
田
町

骨粗しょう症・骨密度チェック
毎年測定結果をチェックして低くなっていないとひと安心。

沼
田
東

　

材
木
町
１
・
２
班

沼
田
東　

上
原
町
班

足指力チェック・脳の病気

結果にそった体操がたのしかった！

雷

の

音

に

勝

る

や

妻

の

声

子
等
は
し
ゃ
ぐ
プ
ー
ル
開
き
は
家
の
庭

駅

を

出

て

上

る

滝

坂

風

涼

し

四
釜
川
白
鷺
一
羽
舞
ひ
あ
そ
ぶ

老
ひ
ぬ
れ
ど
少
し
気
に
す
る
衣
が
え

山
開
き
熊
よ
け
の
鈴
鳴
り
響
く

希
望
と
や
持
て
ず
果
た
せ
ず
梅
雨
に
入
る

子
ら
二
、三
コ
ス
モ
ス
畑
に
呑
ま
れ
お
り

サ
ン
グ
ラ
ス
外
せ
ば
柔
和
な
顔
と
な
り

楢

の

葉

に

命

宿

し

て

落

し

文

手
を
触
れ
て
見
た
き
峠
の
朴
の
花

つ
つ
じ
燃
ゆ
若
き
二
人
の
見
え
か
く
れ

万

緑

や

乗

馬

姿

の

父

し

の

ぶ

か
っ
こ
う
に
背
を
押
さ
れ
ゆ
く
尾
瀬
路
か
な

み
な
か
み
町
師　

増
田　

耕
寿

沼
田
市
東
原
新
町　

増
田　

一
枝

沼
田
市
柳
町　

林　
　

勇
治

沼
田
市
下
沼
田
町　

丸
岡　

勇
吉

昭
和
村
森
下　

金
井　

粂
子

沼
田
市
榛
名
町　

花
茂　

喜
右

昭
和
村
貝
野
瀬　

杉
木　

哲
二

み
な
か
み
町
須
川　

大
田
ヒ
サ
子

沼
田
市
上
発
知
町　

斎
藤
万
里
子

沼
田
市
上
発
知
町　

山
田
千
恵
子

片
品
村
須
賀
川　

大
竹　

久
代

片
品
村
鎌
田　

寺
岡　

真
子

片
品
村
摺
渕　

星
野　

カ
ツ

片
品
村
花
咲　

戸
丸　

好
夫

年
一
度
会
う
の
は
い
つ
も
夏
祭
り

ダ
ン
ス
し
て
ル
ン
ル
ン
気
分
若
返
る

沼
田
市
薄
根
町　

加
瀬
田
フ
サ
エ

昭
和
村
貝
野
瀬　

林　
　

篤　

次

班会あれこれ
おらがまちの

骨粗しょう症・骨密度チェック

月
夜
野
東

　

真
庭
・
政
所
班

カルシウムをたっぷりとってバランスよい
食生活の大切さを学ぶ。

健康チェック・体組成測定
結果説明を受けて数ヵ月後に再チェック希望あり。

池
田　

上
南
班

支部名 班　名 班  長  名 人数 班 会 内 容
沼田東 上原町 7-3 生方　輝房 3 食中毒について

上原町 9-1 星野　栄子 3 食中毒について
上原町 9-2 星野フジ子 3 食中毒について
上原新町 10-2 桑原　徳枝 4 病院新築移転候補地視察
東原新町 13-2 雲越　タカ 3 食中毒について
西原新町 11-1 得能　淑子 3 食中毒について

沼田西 榛名町 8-2 金子　くら 6 介護予防・健康レインボー体操
榛名町３ 金子　恭子 3 介護予防・健康レインボー体操
榛名町 8-1 宮内はつえ 3 介護予防・健康レインボー体操
薄根町 6-3 渡辺セツ子 4 指圧・レインボー体操
薄根町 6-5 片野　敏雄 5 指圧・レインボー体操

沼田南 鍛冶町 10 馬場半次郎 5 腰痛予防と対策
沼田北 桜町１ 花山　とき 3 大腸がんチェック・カムカム健康法

桜町２ 星野　直子 3 大腸がんチェック・カムカム健康法
桜町３ 登坂　悦子 6 大腸がんチェック・カムカム健康法
桜町 4-3 田村しづゑ 4 大腸がんチェック・カムカム健康法
桜町 5-1 宮本　三郎 4 大腸がんチェック・カムカム健康法
桜町 6-2 飯島　錦子 4 大腸がんチェック・カムカム健康法

利　南 上久屋馬場 織田澤澄世 5 医療保険の改定について
戸鹿野町１、２ 星野　早苗 8 放射能について

池　田 中発知町	岩本１ 田中　勝行 9 体操・ゲーム
中発知町	岩本２ 豊永　　勲 9 体操・ゲーム
中発知町原 桑原ちよ子 9 体操・ゲーム
中発知町	東西 生方喜久男 8 体操・ゲーム
上発知町	湯舟 戸丸　たね 4 医療生協の健康習慣・体組成チェック
上発知町	楚利 吉野　賀一 4 医療生協の健康習慣・体組成チェック
上発知町	坂上 角田　　清 5 医療生協の健康習慣・体組成チェック
上発知町	坂下 斉藤　幸作 5 医療生協の健康習慣・体組成チェック
上発知町	坂下 斉藤　幸作 3 よりよい眠りのために
上発知町	馬場 生方　洋一 3 よりよい眠りのために
上発知町	坂上 角田　　清 4 よりよい眠りのために
上発知町	河原方 石川　勝行 3 よりよい眠りのために

薄		根 硯田町	上 小林　順一 4 歯周病のはなし
硯田町	下 金子　幸子 5 歯周病のはなし

川　田 下川田町	宮塚１ 深津　文子 4 腰痛体操
下川田町	宮塚３ 深津　京子 3 腰痛体操
下川田町	田中１ 茂木　チヨ 4 放射能について・レインボー体操
下川田町	田中２ 生方志づ子 5 放射能について・レインボー体操

白　沢 尾合	上 角田　梅子 8 口腔疾患の予防について
利根北 追貝合同 小林　喜市 9 輪投げ・スマイルボーリング・筋トレ

追貝合同 小林　喜市 9 輪投げ・スマイルボーリング・筋トレ
高戸谷合同 加藤　眞喜 7 咬合について・レインボー体操

片　品 菅沼合同 大竹　敏彦 5 レインボー体操・体組成チェック
川　場 中野合同 宮田富美子 5 笑いの効用
月夜野東 後閑	上入 佐藤　　興 3 慢性腎臓病のはなし

後閑	下入 渋谷　典子 4 慢性腎臓病のはなし
真庭	政所 尾崎　雅子 8 食中毒の予防について
下牧原の中 山田八重子 4 尿失禁について
下牧原−２ 高橋　ミネ 3 尿失禁について

月夜野西 月夜野	町組 2-2 丸山　　功 3 よりよい眠りと健康
月夜野	町組 12-1 長濱　水郎 3 よりよい眠りと健康
下津合同 田村　昌弘 4 よりよい眠りと健康

新　治 須川	上 廣瀬　せき 4 腰痛・膝痛予防体操、骨密度測定
須川	下 1 細川　芳江 3 腰痛・膝痛予防体操、骨密度測定
須川	下 2 細川八千代 3 腰痛・膝痛予防体操、骨密度測定
須川	中 山﨑　房子 3 腰痛・膝痛予防体操、骨密度測定
猿ヶ京合同 高橋よね子 10 動脈硬化症について・血管年齢
猿ヶ京合同 都丸　君子 10 動脈硬化症について・血管年齢

昭和東 糸井	中宿 須藤　澄子 3 歯のはなし
職域・他 レインボー班 岡嶋　禎子 11 ラジオ体操・レインボー体操

レインボー班 岡嶋　禎子 4 レインボー体操
レインボー班 岡嶋　禎子 11 レインボー体操
レインボー班 岡嶋　禎子 9 ラジオ体操・レインボー体操

病棟・他 ふれあいの輪 西畠みどり 19 糖尿病について
統計 64回 338人

トマトの冷製カッペリーニ（細いパスタ）
□作り方□
①フルーツトマトは皮に十文字の切り込みを入れて沸騰湯にくぐらせ、冷水に取って皮をむ

きます。水気をきってヘタを取り除き、2㎝幅くらいのくし型切りにします。

②ボウルに①のフルーツトマトを入れ、塩・こしょうをふり、エクストラバージンオリーブ油を
加えて軽く混ぜ合わせます。

③にんにくはおろし金にて細かくすりおろし、耳かき１杯ほどの少量を用意して②のボウルに
加えます。

④③のボウルにバジルの葉を手で細かくちぎりながら加えて、さっと混ぜ合わせます。

⑤たっぷりの塩湯でカッペリーニを袋の表示通りの時間茹で、手早く流水で冷やして水気を絞
り、皿に盛りつけます。④のフルーツトマトのソースを上からたっぷりとかけて仕上げます。

（栄養課　阿部　健児）

□ 材料（２人分）433Kcal

・ カッペリーニ ……………………………60ｇ
・ フルーツトマト ………………………… 8個
・ エクストラバージンオリーブ油 ……大さじ5
・ にんにく …………………………………少々
・ バジルの葉 ……………………………… 8枚
・ 塩・こしょう …………………………各適量



「
安
心
し
て
住
め
る
地
域
に
」

放
射
線—

—

健
康
へ
の
影
響

　

総
代
と
し
て
、
病
院
利
用
委
員

会
内
の
新
病
院
建
設
推
進
委
員
を

務
め
て
い
ま
す
。
病
院
の
新
築
移

転
に
か
か
る
組
合
員
の
不
安
を
解

消
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
移
転

後
の
跡
地
利
用
計
画
で
は
診
療
所

や
老
人
介
護
施
設
の
設
置
を
提
案

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
設
に
関

す
る
こ
と
も
含
め
、
病
院
利
用
者

か
ら
広
く
意
見
を
集
め
る
た
め
、

投
書
箱
「
虹
の
箱
」
の
一
層
の
活

用
を
図
り
、
投
書
内
容
を
組
合
員

同
士
で
共
有
で
き
る
体
制
作
り
に

向
け
た
議
論
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

吉
江
さ
ん
の
心
配
事
の
一
つ

は
、
故
郷
で
あ
る
こ
の
利
根
沼
田

地
域
の
多
く
が
放
射
性
物
質
の
汚

染
状
況
重
点
調
査
地
域
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
放
射
能
や

そ
の
汚
染
状
況
に
関
す
る
情
報
収

集
、 

放
射
能
に
関
す
る
勉
強
会
等

の
取
り
組
み
を
進
め
る
生
協
に
対

し
て
は
、「
安
心
し
て
住
む
こ
と

の
で
き
る
地
域
社
会
を
作
ろ
う
と

し
て
い
る
」
と
共
感
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

利 根 の 保 健

赤（トマト・トウガラシ）橙（ニンジン・カボチャ）黄（トウモロコシ・タマネギ）緑（ホウレンソウ・オクラ）紫（ナス・ブルーベリー）黒（ゴボウ・ジャガイモ）白（キャベツ・ニンニク）バランスよく食べよう

（４）第515号2012年８月１日（毎月1回1日発行）

外
部
被
曝
と

体
内
の
放
射
性
物
質
を

内
部
被
曝
を

子
ど
も
た
ち
に
残
せ
る

放
射
能
と
放
射
線沼

田
市
戸
鹿
野
町　

吉
江 

高
志 

さ
ん

内
部
被
曝

排
除
す
る
た
め
に

避
け
る
た
め
に

地
球
・
社
会
を

放
射
線—

—

健
康
へ
の
影
響

掲載希望の方は ①お子様氏名 ②年齢 ③住所 ④コメント
（13文字以内）⑤連絡先 をご記入の上ご投稿下さい。

編集事務局  E-mail:sukusuku-tone@tonehoken.or.jp
写真の返却はできませんが、郵送でも受け付けています。

昭
和
村
糸
井

生
方
騎な
い
と人

く
ん
（
９
ヶ
月
）

あ
ん
ち
ゃ
ん
よ
り
暴
れ
ん
坊
♥

沼
田
市
坊
新
田
町

星
野
芽め
い維

ち
ゃ
ん
（
１
歳
２
ヶ
月
）

上
手
に
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
♥

　

昨
年
三
月
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
で
、
大
量
の

放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
ま
し
た
。
事
故
後
の
風
向
き
や
雨

の
影
響
か
ら
、
沼
田
周
辺
で
の
放
射
線
量
が
群
馬
県
内
の
他

の
地
域
と
比
較
し
て
多
く
な
り
、
皆
さ
ん
心
配
し
て
お
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

地
球
が
誕
生
し
て
以
来
、
生
物
は
大
地
や
空
か
ら
放
射
線

を
、
多
少
で
は
あ
り
ま
す
が
浴
び
て
き
ま
し
た
（
図
１
）。

人
類
も
長
い
歴
史
の
中
で
修
復
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す

の
で
、
少
し
で
も
放
射
線
を
受
け
る
と
危
な
い
な
ど
と
考
え

る
必
要
は
な
い
の
で
す
が
、
止
む
を
得
ず
あ
び
る
放
射
線

以
外
、
可
能
な
限
り
少
な
く
抑
え
た
方
が
良
い
と
い
う
こ
と

は
、
専
門
家
の
意
見
が
一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

利根中央病院
院長補佐・内科

深 沢 尚 伊

健康づくり委員会主催
第1回 ハイキング・ウォーキング

碓氷峠路を歩こう！

日時：9月17日（月）
　　　※雨天決行
場所：碓氷峠路探訪

7時30分　沼田税務署前出発
バス代　2,000円・定員45名

＊昼食は各自でご用意ください。
　　　　 （現地でも食事処はあります）
＊日帰り入浴（有料）もあります。
＊山道を歩くため履きなれた靴でご参加
　ください。

※締め切り…９月５日（水）
※お申し込みは、
　組織部（☎22－2300）まで

　

地
球
も
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
生

物
も
、
様
々
な
原
子
が
集
ま
っ
て

で
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は

別
の
原
子
に
変
化
し
や
す
い
不
安

定
な
原
子
と
い
う
も
の
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
変
化
す
る
際
に
物
質

が
外
に
対
し
て
放
出
す
る
の
が
放

射
線
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
α

（
ア
ル
フ
ァ
）線
、
β（
ベ
ー
タ
）

線
、
γ
（
ガ
ン
マ
）線
な
ど
何
種
類

か
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
変
化
し
や
す
い
原
子
で
で

き
て
い
る
の
が
「
放
射
性
物
質
」

で
あ
り
、
放
射
線
を
出
す
能
力
を

「
放
射
能
」
と
い
い
ま
す
。

　

ど
の
種
類
の
も
の
で
あ
っ
て

も
、
放
射
線
が
、
体
の
外
か
ら
飛

ん
で
き
て
、
体
の
中
を
通
り
抜
け

て
い
く
場
合
を
外
部
被
曝
と
い

い
、
体
の
中
に
放
射
性
物
質
が
残

り
、
中
か
ら
放
射
線
を
出
し
続
け

る
こ
と
に
よ
る
被
曝
を
内
部
被
曝

と
い
い
ま
す
。

　

体
の
内
部
に
と
ど
ま
っ
た
放
射

性
物
質
が
発
す
る
放
射
線
の
う

ち
、
α
線
と
β
線
は
、
ご
く
短
い

距
離
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
果
た

し
ま
す
か
ら
そ
れ
だ
け
影
響
も
大

き
い
の
で
す
。
内
部
被
曝
は
、
少

量
で
あ
っ
て
も
同
じ
場
所
に
と
ど

ま
り
反
復
し
て
細
胞
を
攻
撃
す
る

の
で
、
放
射
線
障
害
の
主
要
な
原

因
に
な
り
ま
す
。
外
部
被
曝
が
問

題
に
な
る
の
は
、
原
発
労
働
者
や

核
兵
器
被
害
者
に
ほ
と
ん
ど
限
ら

れ
る
も
の
で
す
。

す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
そ
の

方
法
を
学
ぶ
事
も
大
切
で
す
。
医

療
生
協
の
班
会
や
支
部
毎
で
学
習

会
な
ど
を
企
画
す
る
の
も
良
い
で

し
ょ
う
。

　

人
間
の
体
は
新
陳
代
謝
が
活
発

に
な
さ
れ
て
い
て
、
古
い
細
胞
や

成
分
は
排
出
さ
れ
て
新
し
い
物
質

に
置
き
換
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
放

射
性
物
質
を
早
く
追
い
出
す
こ
と

も
可
能
な
の
で
す
。
安
全
な
食
品

を
し
っ
か
り
取
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
半
減
期
が
長
い
と
い
う
こ
と

は
、
放
射
線
を
出
す
量
も
少
し
ず

つ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
落
ち
着

い
て
、
食
生
活
を
見
直
す
機
会
と

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

原
発
事
故
の
そ
の
後
を
見
て
も

わ
か
る
よ
う
に
、
科
学
者
の
力
を

以
て
し
て
も
、
人
間
は
事
故
を
す

ぐ
に
解
決
で
き
る
手
段
を
持
ち
合

わ
せ
て
は
い
ま
せ
ん
。
原
発
事
故

は
、
こ
れ
か
ら
も
起
こ
り
う
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
以
上
、
放
射
能
に

汚
染
さ
れ
た
地
球
を
残
さ
な
い
た

め
に
も
、
原
発
の
必
要
の
な
い
社

会
を
ど
の
よ
う
に
し
て
作
っ
て
い

く
の
か
、
真
剣
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

内
部
被
ば
く
を
避
け
る
た
め
に

は
体
の
中
に
放
射
性
物
質
を
取
り

込
ま
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

放
射
性
物
質
が
体
の
中
に
入
っ

て
く
る
経
路
は
、
主
に
二
種
類
あ

り
ま
す
。
呼
吸
を
す
る
時
に
、
空

気
と
一
緒
に
入
り
込
ん
で
き
て
喉

か
ら
気
管
支
・
肺
に
行
く
経
路
。

も
う
一
つ
は
、
食
べ
物
と
一
緒
に

胃
腸
を
通
し
て
体
に
入
っ
て
行
く

経
路
で
す
。

　

沼
田
周
辺
は
、
原
発
事
故
が
あ

っ
た
時
の
天
候
の
影
響
で
、
群
馬

県
の
ほ
か
の
地
域
に
比
べ
て
、
放

射
性
物
質
が
多
く
降
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
の
時
の
放
射
性
物
質
は
、

地
表
か
ら
一
〇
セ
ン
チ
以
内
の
地

面
ま
た
は
、
そ
れ
ら
を
含
ん
だ
土

や
枯
葉
な
ど
が
溜
ま
っ
た
場
所

（
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
）
に
残
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
乾
燥

示
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
家

庭
菜
園
な
ど
で
作
っ
た
野
菜
の
放

射
線
測
定
は
行
政
が
サ
ー
ビ
ス
で

行
っ
て
い
ま
す
の
で
利
用
す
る
の

が
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
調
理
法

の
工
夫
で
放
射
性
物
質
を
少
な
く

し
て
風
が
吹
い
た
時
な
ど
、
再
度

空
気
中
に
舞
い
上
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、「
新
た

な
放
出
が
な
い
事
」
を
前
提
に
、

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
高
い
場
所

を
見
つ
け
出
し
、
適
切
に
処
理
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
、
食
物
な
ど
を
通

し
て
口
か
ら
入
っ
て
く
る
も
の
へ

の
対
応
が
、
日
常
的
に
は
大
切
で

す
。
お
店
で
売
っ
て
い
る
も
の
に

放
射
性
物
質
が
ど
の
程
度
含
ま
れ

て
い
る
か
を
知
る
の
は
、
私
た
ち

が
一
つ
一
つ
計
測
し
て
確
認
す
る

こ
と
は
現
実
的
で
あ
り
ま
せ
ん
。

放
射
性
物
質
の
含
ま
れ
る
量
を
表

図１　自然放射線による年間被ばく量
　安斎育郎『安斎育郎のやさしい放射能教室』
　54 頁（合同出版、2011 年）より

放射線モニタで
線量測定を行う組合員

自然放射線による年間線量
【世界平均】約2.4ミリシーベルト

【日本平均】約1.4ミリシーベルト

組合員を対象に、放射線モニタの無料貸
出も行っております（予約制）。
貸出に関するお問い合わせは利根保健生
協組織部 ☎0278－22－2300 まで。

●宇宙線から
　0.39ミリシーベルト

●大地から
　0.48ミリシーベルト

●呼吸から（主にラドン）

　1.26ミリシーベルト

●食物から
　0.29ミリシーベルト

「社保・平和、震災支援の
　　　　　　  総合カンパ活動」

1. カンパの目的
①８月 17 日～ 20 日、片品村菅沼で行う福島の子ども夏休
　みリフレッシュ企画の滞在費用（食費、光熱費等）
②福島へ送る「ホールボディーゲートカウンター（被ばく線
　量測定器）」購入費用
③原水禁世界大会（広島８月４～６日）への参加費用（職員
　２名、組合員２名）
④高齢者大会参加費（組合員数名分）、（香川県高松、10 月
　10 日～ 11 日）

2. 目標・取組期間　　
＜目標額＞　１００万円
　＊各事業所窓口の他、班会や支部運営委員会にて受付を行
　　います。
＜取組期間＞２０１２年８月～９月

趣旨を御理解いただき、ぜひとも御協力をお願い申し上げます。

ご協力のお願い


